インターンシップに関する覚書
国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学（以下「甲」という）と〇〇〇（以下「乙」という）は、甲に在籍する学生（以下「学生」という）の乙における就業体験実習（以下「インターンシップ」という）の取扱いについて、次のとおり覚書を取り交わす。
（目的）

第１条　インターンシップは、学生に乙の業務を体験させることにより、甲の専門教育の効果を高めるとともに、学生に将来の進路を発見する機会を与えることを目的とする。

（実習内容）

第２条　インターンシップの内容は、次の各号のとおりとする。

（１）乙の職場における実務体験

（２）前号に付帯する一切の事項
（実習条件等）

第３条　インターンシップの期間、場所、学生氏名等は次のとおりとする。
（１）期　　間：令和　年　月　日　～　令和　年　月　　日　

（２）場　　所：原則として乙の事業所とする。

（３）学生氏名：
（手当等）
第４条　乙は、学生に対し、名目のいかんを問わず、労働の対価を支給しない。

（誓約書の提出及び指導）

第５条　甲は学生に対し、インターンシップ開始に先立ち、学生がインターンシップ参加にあたり遵守すべき事項を定めた誓約書を乙に提出させるものとする。
２　甲は、学生に対し、インターンシップの趣旨について十分に説明するとともに、前項の誓約書に掲げる事項を遵守するよう適切な指導を行う。
（事故・災害）
第６条　甲は学生に、インターンシップの期間中（通勤中を含む）の事故、災害等に対応するための傷害保険に加入させるものとする。

インターンシップの期間中（通勤中を含む）の事故、災害により学生に生じた損害については、乙の故意又は過失による場合を除き、乙は責任を負わない。
（解除）

第７条　甲及び乙は、相手方が次の事項のいずれかに該当した場合、インターンシップを終了することができる。

（１）本覚書に定めた条項に違反した場合

（２）関連する法令に違反した場合

（３）その他、お互いの信用を損ねる事実のあった場合
２　乙は、学生が誓約書に定める各条項のいずれかに違反した場合、又は乙がインターンシップを継続しがたいと判断した場合、本覚書を直ちに解除し、インターンシップを終了することができる。
（個人情報）

第８条　乙は、インターンシップの実施にあたり甲又は学生から提供を受けた学生の個人情報を、インターンシップ実施の目的以外には使用しないものとする。

（協議事項）

第９条　インターンシップに関して本覚書に定めのない事項について決定する必要が生じた場合又は本覚書の各条項の解釈に疑義が生じた場合においては、甲及び乙が協議のうえ決定するものとする。
以上の証として本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各１通を保有するものとする。
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　甲　名古屋市千種区不老町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋大学大学院工学研究科長　　　　宮﨑　誠一　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　乙
様式１








